
 

 

本資料・図面などの著作権は(株)竹中工務店に帰属します。 

 
横浜国際総合競技場建築工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大屋根は総重量 6,200ton,面積約 32,000m2 でスタンドの約 2/3 を覆う大規模なものである。屋根の架構は 

  片持ちの鉄骨ｷｰﾙﾄﾗｽ 76 本とその間を埋めるﾄﾗｽ版とで構成される。屋根の形状は、波をｲﾒｰｼﾞして先端部が最大 

  5mの高低差のある曲面となっているため各ｷｰﾙﾄﾗｽの角度が微妙に傾く複雑な形状になっている。 

   今回、開発・実用化した『大屋根鉄骨斜吊り工法』は、従来のベント構台の鉄骨の位置を下から保持する 

  機能。を鉄骨の位置を上から保持する機能。に発想転換して開発したもので、ベント構台の代わりにスタンド 

  躯体上部に仮設の『斜吊り支柱』を建て、これを支点に支柱の前後に張った PC ストランドケーブルで屋根の 

  鉄骨トラスを吊り下げて大屋根を架設していく工法である。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物名称 横浜国際総合競技場建築工事 

所在地 横浜市港北区小机町 3302番地 5 

建築主 横浜市 

設計・監理・施工 松田平田・東畑建築事務所 JV／施工：竹中ＪＶ 

建物用途 競技場 

建物階数、高さ F7  最高高さ 52m 

建築面積 142,000 ㎡ 

延床面積 233,000 ㎡ 

構造種別 屋根 S造、スタンドその他 RC造（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ） 

工期 1994年 2月～1997年 10月末 

工法 ジャッキダウン工法 

ジャッキダウン重量 ≒6200t 

屋根寸法/数量 301m×238m/ｷｰﾙﾄﾗｽ 76本 

ジャッキダウン量 ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ平均 95.4㎜・ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ平均 45.6㎜ 

ジャッキダウン設備 50ton200st CH 型油圧ｼﾞｬｯｷ、3.7kw4連異荷重ﾎﾟﾝﾌﾟ 

計測システム 
ｼﾞｬｯｷｽﾄﾛｰｸ計・圧力変換器・ﾜｲﾔｰ式変位計 

三次元計測・歪みゲージ 

採用工法 大屋根鉄骨斜吊り工法 

目的 計測管理項目 管理基準値 計測方法 

日
常
管
理 

屋根全体形状の確保 ｷｰﾙﾄﾗｽ先端鉛直変位 解析による基準ﾚﾍﾞﾙに近いこと-104 ㎜±30㎜ 三次元計測器 

ﾄﾗｽ版各部材の健全性の確保 ﾄﾗｽ版左右の相対変位差 ﾒｲﾝ・ｻｲﾄﾞ共 20 ㎜以内 同上 

斜吊り設備の安全性の確保 ﾌｫﾜｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙの張力 1 本あたり 29ton 以内 圧力計 

施工時解析の妥当性の確認 ｷｰﾙﾄﾗｽ・ﾄﾗｽ版各部材の応力  歪みゲージ 

温度応力の確認 ﾘﾝｸﾞ方向大梁の応力  同上 

□ 建物概要 

□ ジャッキダウン工法 
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□ 計測管理 

計測管理方法としては、ジャッキストローク計・圧力計を中心に油圧設備の数値を確認し、屋根形状計測は三次元計

測にて行われた。それぞれの移動量のデーターは中継器を介して司令室モニターに集約表示され、各数値の確認・制御

が行われた。 
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測量 

全体施工フロー 

内柱脚部建方 

内外柱建方 

バルコニー・軒天建方 

斜吊り設備架設 

キールトラス建方 

キールトラス解放 

トラス版建方 

ジャッキダウン 

調整スパン・トラス版建方 

トラス版ジョイント部取付け 

取合い・バルコニー部材・母屋 

屋根仕上げ材取付け 

バルコニー 

軒天ユニット地組 

キールトラス 

地組 

トラス版 

地組み 

①  

④ ⑤ 

② ③ 

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  

建方・JDステップ図 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K1 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 ① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K1 解放 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K2 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K2 解放 

ﾄﾗｽ版 T1 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K3 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K3 解放 

ﾄﾗｽ版 T2 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K4 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ｷｰﾙﾄﾗｽ K4 解放 

ﾄﾗｽ版 T3 建方・ﾚﾍﾞﾙ調整 

ジャッキダウン 

全体ジャッキダウンフロー 

1-5 2-1 3-5 4-1 

1-4 2-2 3-4 4-2 

6T 15T 48T 57T 

1-3 2-3 3-3 4-3 

2T 19T 44T 61T 

1-2 2-4 3-2 4-4 

82T 23T 40T 65T 

1-1 2-5 3-1 4-5 

78T 27T 36T 69T 

全体閉合完了 

同時 

同時 

同時 同時 
M-1 S-2 M-3 S-4 

M-1 

M-3 

S-4 S-2 

1-5 1-4 1-3 1-2 1-1 
4-5 

4-4 

4-3 

4-2 

4-1 
3-5 3-4 3-3 3-2 3-1 

2-5 

2-4 

2-3 

2-2 

2-1 

基本方針（建方） 

・ｷｰﾙﾄﾗｽ・ﾄﾗｽ版は鉄骨・仕上げ・設備含め地上に

て地組みを行う。 

・内柱・外柱を先行建方・溶接の後、地組みしたｷｰ

ﾙﾄﾗｽ・ﾄﾗｽ版の建方を行う。 

・溶接完了までのｷｰﾙﾄﾗｽの位置保持は『斜吊り設

備』にて行う。ｷｰﾙﾄﾗｽの先端位置計測は三次元計

測器にて行う。 

・全体同時ではなく、分割してｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝを行う。 

・分割ﾌﾞﾛｯｸはｷｰﾙﾄﾗｽ 4本・ﾄﾗｽ版 3枚を基本とす

る。但し、ｺｰﾅｰ部はｷｰﾙﾄﾗｽ 7本を同時にｼﾞｬｯｷﾀﾞｳ

ﾝを行う。 

・建方は 1,2工区 3,4工区のｺｰﾅｰ部より 4班にて進

める 

TG-1温度応力測定位置 

ｷｰﾙﾄﾗｽ測定位置 

ﾄﾗｽ版測定位置 

□ 斜吊り工法主要部分の施工手順 


